
基本計画
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基本計画は、基本構想に定めたまちづくりの目標を達成するための施策の体系を示すとともに、
施策の方向性、施策の展開や指標を定めるものとし、前期５年、後期５年の計画とします。

前期基本計画では、富里市が目指す将来像を実現させるため、次の施策体系の下で施策を推進し
ます。

基本計画について

施策体系第１節第１節

第１章

施策体系

政  策  名 施　　策　　名

【政策１】
福祉のまちの景色
地域でつながり守り合う　
子どもから高齢者まで
全ての人が安心して
暮らせる元気なまち

1　地域の一人ひとりが共に生き支え合う地域福祉の充実

2　子どもが健やかに育ち、安心して子育てできる支援体制の充実

3　地域で健康に暮らすことのできる高齢者福祉の充実

4　生涯にわたる一貫した障害者福祉の充実

5　生涯を通じた健康な生活を実現する健康づくり・地域医療の充実

6　暮らしを支える支援の充実

【政策２】
都市基盤の景色
誰もが暮らしやすい　
未来へとつむぎ輝くまち

1　持続可能なまちづくりのための都市基盤整備の促進

2　道路ネットワークと地域交通の総合的な整備の推進

3　命を支える水の安全安心な循環の推進

4　新たな社会（Society5.0）に対応する情報基盤の整備

【政策３】
安心・安全なまちの景色
災害などのリスクから
地域を守り 安心して
暮らせる安全なまち

1　市民と共に助け合う災害に強いまちづくり

2　多様な危機に対する対応力の強化

3　安心できる地域社会のための防犯・交通安全・消費者行政の充実
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政  策  名 施　　策　　名

【政策４】
産業のまちの景色
地域の良さを活かした　
富里ならではの
にぎわいのまち

1　持続的な展開による農林業振興

2　立地の良さを活かした活力ある商工業振興

3　自然と農を活かした観光まちづくり

【政策５】
自然・生活環境の景色
豊かな自然に抱かれた
安心して暮らせるまち

1　源流や緑を守る環境保全の推進

2　持続可能な循環型社会の形成

【政策６】
教育のまちの景色
ふるさとを愛し 
心の豊かさと未来を
切り拓く 人づくりのまち

1　次代を担う人材を家庭・地域社会と共に育成する学校教育の推進

2　人生 100 年時代を見据えた生涯学習の推進

3　文化資源を守り、未来へつなげる取組の推進

4　市民の誰もが生涯にわたりスポーツに参加できる環境づくり

5　健全な心と体を育む青少年健全育成

6　平和・人権意識の向上への取組

【政策７】
連携と交流のまちの景色
多様な主体と連携・交流
するまち

1　市民と行政の協働による地域社会づくり

2　多様な主体と結ぶパートナーシップの推進

3　外国にルーツを持つ市民も、共に助け合い暮らすことのできる地域づくり

4　首都・空港近郊のまちとしての移住定住・関係人口の増進

【政策８】
行政経営の景色
運営から経営へ 歳入改革
による持続可能なまち

1　次代へつながる行財政に向けた改革の推進

2　市民起点による市民サービスの向上
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全国的な懸案事項である少子高齢化対策や地域振興策などについて、本市においても、市民と行
政が一体となって取り組み、地域がそれぞれの特徴を活かした持続可能な地域社会を創生すること
が求められています。

また、新型コロナウイルス感染症は、地域経済や市民生活に大きな影響を及ぼしている一方、地
方への移住に対する関心の高まりとともに、人や仕事の流れが変化しており、これらの行動変容を踏
まえた自主的・主体的な取組の促進により、訪れたい、住み続けたいと思えるような魅力的な地域
づくりを実現していくことが求められています。

国では、我が国が直面する大きな課題に対し、各地域がそれぞれの特徴を活かした自律的持続的
な社会の創生を目指し、総合戦略における４つの基本目標と２つの横断的な目標を掲げ、国民の希
望を実現し、人口減少克服と地方創生を合わせて行うことにより、将来にわたって活力ある日本社
会を維持することを目指すこととしており、地方公共団体においても、地方版総合戦略の策定に努
めることとされています。

　基  本  目  標	 ● 稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする
			   ● 地方とのつながりを築き、地方への新しいひとの流れをつくる
			   ● 結婚・出産・子育ての希望をかなえる
			   ● ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる

　横断的な目標	 ● 多様な人材の活躍を推進する
			   ● 新しい時代の流れを力にする

このことから、本市の第２期総合戦略策定に当たり、国が指針として示した新たな視点を踏まえ、
今後のまちづくりにおいて特に重要となる施策を、基本計画の重点プランとして位置付け、市民、学生、
企業、行政による連携を推進し、自然とふれあいながら、ゆとりのある生活や子育てができる環境
づくりを進め、活力と想像力に満ちあふれた選ばれるまちづくりを目指していきます。

重点プランでは、基本構想に掲げる課題の解決と目標の実現に向け、重点的・分野横断的に取り
組む４つの目標を掲げ、施策の展開ごとに更に細かく指標設定を行い、目標達成に向け優先的・重
点的に実行することにより、計画全体の着実な推進を先導していきます。

なお、具体的な事業内容は「第２期富里市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に記述するものとします。

重点プラン第２節第２節

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」策定に関わる国の指針に示されている
新たな６つの視点

地方へのひと・資金の流れを強化する

人材を育て活かす

誰もが活躍できる地域社会をつくる

新しい時代の流れを力にする

民間と協働する

地域経営の視点で取り組む
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重点プランⅠ 誰もが活躍でき、生涯現役がかなうまち

１　地域で健康に暮らすことのできる高齢者福祉の充実

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、行政・関係機関・地域が緊密に連携す
る地域包括ケアシステムを確立するとともに、介護保険を持続的に運営します。

主な施策の展開 ◆ 安心して生活するための健康づくりの推進　　
◆ 介護体制の拡充 政策1―施策3

２　生涯を通じた健康な生活を実現する健康づくり・地域医療の充実

「with コロナ」、「アフターコロナ」を見据え、感染症等に対応した新しい生活様式の中で、市民
一人ひとりが主体的に健康づくりを実践するまちづくりを進めます。

主な施策の展開 ◆ 保健サービスの充実　　◆ 地域医療体制の充実 政策1―施策5

３　持続的な展開による農林業振興

担い手確保や農地の集積を推進しながら、農産品のブランド化等に取り組み、農業の魅力や収益
性を高めることを目指します。

主な施策の展開 ◆ 農業経営の安定化　　◆ 担い手の育成・支援 政策4―施策1

４　立地の良さを活かした活力ある商工業振興

市内事業者を支援するとともに、創業支援や事業承継を促進し、地域の活性化を図ります。また、
企業誘致を継続することにより、市内の雇用創出を図ります。

主な施策の展開 ◆ 商工業の活性化　　◆ 企業誘致の推進 政策4―施策2

５　外国にルーツを持つ市民も、共に助け合い暮らすことのできる地域づくり

成田空港隣接地としての本市の独自性を高め、外国人住民を含め、全ての市民にとって、住み良
い豊かな地域社会をつくるため、多文化共生のまちづくりに取り組みます。

主な施策の展開 ◆ 多文化共生の推進　　◆ 国際交流・理解の推進 政策7―施策3
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重点プランⅡ 地域の魅力を磨き、人が行き交うにぎやかなまち

１　持続可能なまちづくりのための都市基盤整備の促進

新たに企業が進出するための事業候補地の創出等の環境整備を進めます。また、地域拠点の活性
化と市民が住みやすいまちづくりを進めていきます。

主な施策の展開 ◆ 拠点となる市街地の整備と機能誘導　　
◆ 計画的な市街地の形成 政策２―施策1

２　道路ネットワークと地域交通の総合的な整備の推進

まちの基盤となる道路の整備や維持管理を、必要に応じて優先順位を付けながら実施します。ま
た、利用実態の把握と分析を行い、新たな公共交通体系を確立します。

主な施策の展開 ◆ 公共交通体系の拡充 政策２―施策２

３　自然と農を活かした観光まちづくり

新たな観光・交流拠点施設から本市の魅力を発信し、観光客の滞在時間の延伸に取り組みます。
また、広域的な観光に取り組むとともに、インバウンド観光を推進します。

主な施策の展開 ◆ 観光客に魅力ある地域づくり　　
◆ 地域資源の発掘・磨き上げと活用 政策4―施策3

４　文化資源を守り、未来へつなげる取組の推進

富里の風土に育まれた歴史を後世へ伝えるとともに、まちづくりにも活かすよう努めます。

主な施策の展開 ◆ 文化財の保存・活用 政策6―施策3

５　市民と行政の協働による地域社会づくり

市民活動に関する情報を公開・提供するとともに、コミュニティセンター及びとみさと市民活動
サポートセンターの機能維持・強化に努め、協働のまちづくりを推進します。

主な施策の展開 ◆ 協働のまちづくりの推進　　◆ 地域活動の推進 政策7―施策1

６　多様な主体と結ぶパートナーシップの推進

大学や企業など多様な主体とのパートナーシップを構築するとともに、広域行政による事務の共
同処理等の相互協力を推進します。

主な施策の展開 ◆ 広域行政の推進　　◆ 多様な主体との連携 政策7―施策2
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重点プランⅢ 子育て世代や子どもたちが快適に過せるまち

１　子どもが健やかに育ち、安心して子育てできる支援体制の充実

妊娠・出産・育児に対する切れ目ない支援を地域と協働しながら推進するとともに、幼児教育・
保育の充実を図ります。

主な施策の展開 ◆ 子どもが健やかに生まれ育つための環境づくりの推進
◆ 保育サービスの充実 政策1―施策2

２　次代を担う人材を家庭・地域社会と共に育成する学校教育の推進

ゆとりある教育環境の整備と教職員の資質向上を図ります。また、地域と共に、子どもたちが
２１世紀をたくましく生き抜く力の育成に努めます。

主な施策の展開 ◆ 教育内容の充実　　◆ 学校施設等の整備・機能更新 政策６―施策1

３　首都・空港近郊のまちとしての移住定住・関係人口の増進

「コンパクトシティ」の実現を目指し、移住・定住希望者に選ばれるまちづくりを推進します。また、
交流人口を、定住人口、関係人口につなげるよう取り組みます。

主な施策の展開 ◆ 移住・定住の創出・拡大　　◆ 関係人口の創出・拡大 政策７―施策４
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重点プランⅣ 新たな取組に挑戦し、未来につながる持続可能なまち

１　新たな社会（Society5.0）に対応する情報基盤の整備
「市民にやさしいデジタル化」や企業等に向けた地域全体のデジタル化等を推進します。また、
更なる効率的行政経営を推し進めるべく、DX を推進します。

主な施策の展開 ◆ 市民サービスの利便性向上　　◆ 行政経営の効率化　　
◆ 地域の情報通信基盤の整備 政策２―施策4

２　持続可能な循環型社会の形成
地球温暖化対策や化石燃料の消費抑制が求められる中、３Ｒ活動など、暮らしの中で取り組むこ
とのできるエコ活動の普及啓発等に努めます。

主な施策の展開 ◆ 資源循環・適正処理の推進　　
◆ 省エネルギー・新エネルギーの推進 政策5―施策2

３　持続的な展開による農林業振興【再掲】
担い手確保や農地の集積を推進しながら、農産品のブランド化等に取り組み、農業の魅力や収益
性を高めることを目指します。

主な施策の展開 ◆ 農業経営の安定化　　◆ 森林の保全 政策4―施策1

４　市民と共に助け合う災害に強いまちづくり
災害に強いまちづくりを進めるとともに、日頃から市民・地域の防災意識の啓発や訓練等を通じ、
避難行動の定着を図ります。また、消防・救急体制の充実に努めます。

主な施策の展開 ◆ 災害に強いまちづくりの推進　　
◆ 消防・救急体制の強化　　◆ 市民による地域防災の強化 政策3―施策1

５　多様な危機に対する対応力の強化
市民の生命を脅かす危機事象が多様化する中、総合的な危機管理体制を確立します。市職員・市
民の危機管理意識を高め、関係機関等と連携した体制の強化に努めます。

主な施策の展開 ◆ 庁内の危機管理体制の強化 政策3―施策2

６　人生１００年時代を見据えた生涯学習の推進
市民の多様な学習ニーズに対応するため、学習機会と学習の場の提供に努めます。また、図書館
を情報・文化の発信拠点として位置付け、機能強化を図ります。

主な施策の展開 ◆ 生涯学習の拠点の充実 政策6―施策2

７　次代へつながる行財政に向けた改革の推進
歳入拡大に向けた歳入改革を柱に、歳出改革の着実な推進を図り、運営から経営への転換により、
将来に渡って持続可能で健全な行政経営に努めます。

主な施策の展開 ◆ 行政経営への転換　　　◆ 財源の確保 政策8―施策1
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